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2.7. 藤岡パラシュート・ドロップゾーン [DROP ZONE] (1)   (Rvs.2016) 

 

             

 

板倉滑空場南東 4.5㎞の渡良瀬遊水地内に、パラシュートジャンプに使用する滑走路があり、その 

周辺の谷中湖北側のエリアはパラシュート・ドロップゾーンとなっていて、ジャンプ実施中（主に 

週末と祭日で NOTAMが発出される）は飛行禁止空域となっている。 

ドロップゾーン西端は遊水地堤防なので分かりやすいが、北端はやや分かりにくいので三本橋を目 

安にして進入しないように気をつけること。特に住宅のある赤間地区もドロップゾーン内に位置し 

ているので、その上空には進入しないこと。 

                 

  

スカイダイブ藤岡 http://www.skydivefujioka.jp/ 
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2.7.1 藤岡パラシュート・ドロップゾーン [DROP ZONE] (2)     (Rvs.2016) 

 

・ジャンパー輸送機 ピラタス PC-6ポーター (JA61TC) はホンダエアポートに停留している。 

・上昇 ：12,500ft まで 1500－2000ft /min (7.5 –10m/s) で上昇し、7分程度で到達する。 

・藤岡ローカル 122.6 で「ジャンパー降下 2分前」、「ジャンパー降下中」のコールがある。 

・降下 ：ジャンパー降下後 4000ft/min (20m/s)で降下して 3分で着陸し、ジャンパーよりも早く降りる。 

・北西風の時は滑走路 28を使用し、上昇・降下経路は下図に示される。南東風の時は滑走路 10を使用す

るが、経路は北西風の時とほぼ同じく、谷中湖と遊水地上空を飛行する。グライダーの飛行禁止空域は遊

水地周辺となっているが、谷中湖上空を飛ぶ場合も注意が必要となる。 

・ジャンパーは 10名ほどが一度に降下し、12,500ftから 4,000ftまで 50秒で自由落下、3000-4000ftで開 

傘する。 
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